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アルコー ルイ本1-p-Boronophenylalaninol (BPA -01)が、固形腫、蕩内全腫療細胞(P十Q)細胞
とQ細胞の両方の感受性を共に高め、 TPZと低温度温熱処置との併用でQ細胞の感受性を
さらに高めることができ、有望な中性子捕捉化合物の一つであることが明らかになった
(文献15)。さらには、その光学異性体であるd-p-BPA-olも1-p-BPA-olと同様、または
それ以上に有望な中性子捕捉化合物の一つであることも明らかになっている(文献24)0
一方、放射線感受性に大きな影響を与えるとされる腫蕩細胞のp53statusとQ細胞の感
受性との関係については、 p53statusがwildtypeで、あろうとmutationtypeであろう
と、 Q細胞とP十Q細胞との聞の放射線感受性の差は、アポトーシス死及び微小核出現率
を指標とする限り、ほぼ変化せず一定であり、腫蕩治癒の視点から見るとQ細胞の感受性
を上昇させP十Q細胞との間の感受性の差を縮小させる努力がp53statusにかかわりなく
必要であることも明らかになった(文献17)。他方、中性子捕捉療法との関連では、図形腫
場内においては熱中性子捕捉化合物である10B化合物由来の10BはP細胞によく集積しQ細
胞には集積しにくいという特性が認められるが、この特性はp53mutation-type腫、蕩よ
りもp53wild-type腫、蕩でより顕著に認められることが明らかになり、 Q細胞とP十Q細
胞との聞の感受性の差を縮小させるという点から見ると、 p53mutation-type腫擦の方
がp53wild-type腫蕩よりも中性子捕捉療法の良い適応となることが示された(文献20，
21)。これは、 p53statusが変異しやすいとされる悪性腫蕩の制御に中性子捕捉療法があ
る程度有用である事を示唆している D また、生体還元物質や低温度温熱処置との併用が
p53 wild-type腫蕩内のQ細胞を増感し得るという事実を我々はすでに明らかにしてきた
が、 p53mutation-type題、爆においても同等に有効であり、この併用処置による増感効
果は、 p53-independentであることも明らかにし得た(文献24)。
3.将来展望
以上の如く、当初目標としていた各種の遺伝子産物の挙動の検出は、予定研究期間内で
は実現できなかったが、将来的には実現させたいと考えており、最終的には、各種遺伝子
状態とQ題、蕩細胞の特性との関係を明らかにしたい。癌治療に対して抵抗性とされるQ腫
湯細胞の治療効果に関しでも腫湯細胞の各種の遺伝子状態が先行指標のーっとして認定さ
れれば、 Q腫蕩細胞に対する効果を加味した至適な固形腫湯治療法の選別と同時に、 Q腫
蕩細胞の治療効果の予想から見た癌治療法の個別化も可能となり得るであろう D
他方、当実験所で施行可能な中性子捕捉療法に関しては、これまでの研究成果からも明
らかになっているように、 Q細胞への分布量が非常に少ないとされる従来の中性子捕捉化
合物の短所を、 Q細胞への効果の顕著なTPZを基とした新規の中性子捕捉化合物の開発に
よって克服し、従来の中性子捕捉化合物との併用も考慮しつつ、より効果的な中性子捕捉
療法の実現に向けて努力していきたい D
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